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平成平成1818年年33月期　事業説明会月期　事業説明会

2006年1月18日（水）

㈱三菱ケミカルホールディングス
代表取締役社長　冨澤　龍一
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本日のアジェンダ本日のアジェンダ

・平成18年3月期　中間業績

・革進－Phase2 （2005年4月～2008年3月） の

　　進捗について

・ヘルスケアセグメントの事業ビジョンについて
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成長と飛躍に向けた、選択と重点的資源投入

力強い成長を可能にする事業ポートフォリオの実現

新たな価値創造と技術優位性確立の為のR&D投資

グループ経営の徹底的な深化

成長と飛躍に向けた、選択と重点的資源投入成長と飛躍に向けた、選択と重点的資源投入

力強い成長を可能にする事業ポートフォリオの実現力強い成長を可能にする事業ポートフォリオの実現

新たな価値創造と技術優位性確立の為の新たな価値創造と技術優位性確立の為のR&DR&D投資投資

グループ経営の徹底的な深化グループ経営の徹底的な深化

革進ｰPhase2計画の方針
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　　　三菱化学　　　

100%保有 100%保有

三菱ケミカルホールディングス

三菱化学が保有するホールディングスの株式
– 2006年6月の定時株主総会で決議の上、三菱化学からホールディングスに移管し

　　金庫株化する

– 企業価値向上（戦略的投資資金等）に資する活用方法を検討中

三菱ウェルファーマ

共同持株会社の体制
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力強い成長を可能にするポートフォリオの実現力強い成長を可能にするポートフォリオの実現

三菱化学三菱化学

景気変動の影響を受けやすい事業景気変動の影響を受けやすい事業

営
業
利
益
の
イ
メ
ー
ジ

営
業
利
益
の
イ
メ
ー
ジ

三菱ｳｪﾙﾌｧｰ三菱ｳｪﾙﾌｧｰ

景気変動の影響を受けにくい医薬事業

景気変動の影響を受けやすい事業

景気変動の影響を受けにくい医薬事業

景気変動の影響を受けやすい事業

安定的なポートフォリ安定的なポートフォリ

景気変動の影響を受けにくい医薬事業

景気変動の影響を受けやすい事

安定的なポートフォリ安定的なポートフォリ

景気変動の影響を受けにくい医薬事業

景気変動の影響を受けやすい事

景気変動の影響を受けにくい医薬事業

景気変動の影響を受けやすい事業

持続的・安定的成長

持続的・安定的成長 三菱ｹﾐｶﾙﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ三菱ｹﾐｶﾙﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ

景気変動の影響を軽減するポートフォリオの形成

　石化、機能商品、ヘルスケアの３事業分野
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成長と飛躍に向け、事業の選択と重点的資源投入成長と飛躍に向け、事業の選択と重点的資源投入

再編

基盤
　　　　　　　

集中育成

ハイブリッド自動車用
電池材料

ナノテクノロジー

石化
4重点分野

医薬 情報電子

SBUの25%を占める →　50%超は着手済み

集中・育成事業を支えていく事業群

薄型ディスプレー
・照明部材

自動車用ポリマー

非枯渇資源材料

創薬支援技術
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集中事業のグローバル展開

国内基盤事業の維持強化

集中事業のグローバル展開

国内基盤事業の維持強化

成長に向けた施策　石化分野

＜集中事業－成長するアジア市場での当社の強みを生かした展開＞
•　テレフタル酸の能力増強

中国大榭島 60万トン／年　（2006年4Q　完成予定）
インドNo.2 80万トン／年　（2008年6月　完成予定）

•　ポリプロピレンの能力増強
鹿島 30万トン／年　（2007年12月　完成予定）

＜鹿島・水島をアジア有数の石化コンプレックスに＞
•　コンビナート他社との競業

ジャパンエナジーとのライトナフサ・アロマの増産共同投資

•　鹿島オレフィン・アロマセンター原料多様化　　
分解炉　１炉増設

＜事業の選択と集中＞
•　ソフトアルキルベンゼンの事業撤退
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収益の牽引役は、自動車と情報電子向けビジネス

新商品化率の向上　

新規事業の育成　（新たな価値の創造）

収益の牽引役は、自動車と情報電子向けビジネス

新商品化率の向上　

新規事業の育成　（新たな価値の創造）

成長に向けた施策　機能商品

自動車 情報電子

・青色レーザー対応光ディスク
・薄型ディスプレー用色素・蛍光体・フィルム
・イメージング材料
・照明用蛍光体・GaN基板 等

・ハイブリッド自動車用リチウムイオン電池材料
・アルミナ繊維(MAF)
・炭素繊維複合材
・省エネ・快適空間実現材料 等

「光と色」の新規部材
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総合力を結集し、革新的な商品・ソリューションを迅速に提供

事業戦略とＲ＆Ｄ戦略の完全な整合

競争力優位な技術プラットフォームの構築

総合力を結集し、革新的な商品・ソリューションを迅速に提供

事業戦略とＲ＆Ｄ戦略の完全な整合

競争力優位な技術プラットフォームの構築

成長に向けた施策　研究開発

事業化事業化
開発研究

基盤技術研究

探索研究
製品

開発研究

①産学連携
（包括）委託研究 ③お客様との

共同開発

②研究領域の
重点化
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四日市

三菱化学、三菱化学科学技術研究センター

日本ポリプロ、テクノポリマー

ヴイテック、ジャパンエポキシレジン　等

●東海、近畿圏に自動車産業や情報電子産業が集積

　 　　　　　　⇒カスタマーラボ：隣接する四日市で展開

：自動車産業

：情報電子産業

カスタマーラボの立地
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成長に向けた施策　ヘルスケア分野

三菱ウェルファーマの国際創薬企業化

変化する医療ニーズへの対応
　　　　　テ－ラ－メイド医療と予防医療に向けた新たな価値創造の準備

三菱ウェルファーマの国際創薬企業化

変化する医療ニーズへの対応
　　　　　テ－ラ－メイド医療と予防医療に向けた新たな価値創造の準備
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本来強みとしてきたChemistryで

新たな変革を起こしていきます。

本来強みとしてきた本来強みとしてきたChemistryChemistryでで

新たな変革を起こしていきます。新たな変革を起こしていきます。
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Jan 18th, 2006Jan 18th, 2006
（（株）三菱株）三菱ケミカルホールディングスケミカルホールディングス

常務執行役員　　中山　清常務執行役員　　中山　清

ヘルスケアセグメント
事業説明会

～テーラーメイド医療に向けて～

ヘルスケアセグメントヘルスケアセグメント
事業説明会事業説明会

～テーラーメイド医療に向けて～～テーラーメイド医療に向けて～
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テーラーメテーラーメイイド医療への道のりド医療への道のり

20052005年年

20102010年年

20152015年～年～

Mass MedicineMass Medicine
と医療制度改革の嵐と医療制度改革の嵐

Market SegmentationMarket Segmentation
と医薬・診断の融合と医薬・診断の融合

テーラーメイド医療テーラーメイド医療
と予防医療と予防医療

診断・検査・創薬支援3社を統合し、テーラーメイド

医療に向け戦力強化。医薬・診断融合のナレッジ
蓄積。医薬事業はR＆Dの強みと厚みを活かし特徴

ある国際創薬企業を目指す。アライアンスによって
国際展開を加速。

診断・検査・創薬支援診断・検査・創薬支援33社を統合し、社を統合し、テーラーメイドテーラーメイド

医療医療に向け戦力強化。医薬・診断融合のに向け戦力強化。医薬・診断融合のナレッジナレッジ
蓄積蓄積。医薬事業は。医薬事業はRR＆＆DDの強みと厚みを活かし特徴の強みと厚みを活かし特徴

ある国際創薬企業を目指す。アライアンスにある国際創薬企業を目指す。アライアンスによってよって
国際国際展開を加速。展開を加速。

医薬と診断の融合によるTargeted
Medicineを実践し新たな価値を

創造していく。
医薬米国展開加速の為戦略投資。

医薬と診断の融合による医薬と診断の融合によるTargetedTargeted
MedicineMedicineをを実践し新たな価値実践し新たな価値をを

創造創造していく。していく。
医薬米国展開加速の為戦略投資。医薬米国展開加速の為戦略投資。

全てがテーラーメイド医療に向かうわけでは
無く、医療費抑制、医療ニーズから次第に
医薬と診断の融合は進み、テーラーメイド
医療は広がっていく

全てがテーラーメイド医療に向かうわけでは全てがテーラーメイド医療に向かうわけでは
無く、医療費抑制、医療ニーズから次第無く、医療費抑制、医療ニーズから次第にに
医薬医薬と診断の融合は進み、と診断の融合は進み、テーラーメイドテーラーメイド
医療医療は広がっていくは広がっていく
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目　　　　　　　次目　　　　　　　次

医療産業の将来像

診断検査･創薬支援事業戦略

医薬事業戦略

まとめ
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ヘルスケアセグメント　ヘルスケアセグメント　2005.32005.3月期売り上げ月期売り上げ

（株）三菱ｹﾐｶﾙﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ（株）三菱ｹﾐｶﾙﾎｰ（株）三菱ｹﾐｶﾙﾎｰﾙﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽﾃﾞｨﾝｸﾞｽ

三菱化学
MCC

三菱化学三菱化学
MCCMCC

MPC
2,046

MPCMPC
2,0462,046

MBC
522

MBCMBC
522522

MKI
123

MKIMKI
123123

MSI
101

MSIMSI
101101 ZoeGeneZoeGeneZoeGene

MPC     ：三菱ウェルファーマ 　　：　医薬事業（APICを除外）
MBC    ：三菱化学ビーシーエル 　　：　臨床検査事業、治験支援事業
MKI 　　 ：三菱化学ヤトロン 　　：　診断薬・診断機器事業
MSI   　 ：三菱化学安全科学研究所 　　：　創薬支援事業
ZoeGene ：ゾイジーン 　　：　創薬・創薬支援事業
生命研（MITILS） ：三菱化学生命科学研究所 　　：　基礎科学
MCRC ：三菱化学科学技術研究ｾﾝﾀｰ ：　三菱化学（MCC）ｸﾞﾙｰﾌﾟの研究所
LS研 ：ライフサイエンス研究所 　　：　バイオ関連研究所（MCRC内）
APIC ：API　コーポレーション 　　：　医薬原体製造（機能化学ｾｸﾞﾒﾝﾄ）

MPC     MPC     ：：三菱ウェルファーマ三菱ウェルファーマ 　　　　：　医薬事業（：　医薬事業（APICAPICを除外）を除外）
MBC    MBC    ：：三菱化学ビーシーエル三菱化学ビーシーエル 　　　　：　臨床検査事業、治験支援事業：　臨床検査事業、治験支援事業
MKIMKI 　　　　 ：：三菱化学ヤトロン三菱化学ヤトロン 　　　　：　診断薬・診断機器事業：　診断薬・診断機器事業
MSI   MSI   　　 ：：三菱化学安全科学研究所三菱化学安全科学研究所 　　　　：　創薬支援事業：　創薬支援事業
ZoeGeneZoeGene ：：ゾイジーンゾイジーン 　　　　：　創薬・創薬支援事業：　創薬・創薬支援事業
生命研（生命研（MITILSMITILS）） ：：三菱化学生命科学研究所三菱化学生命科学研究所 　　　　：　基礎科学：　基礎科学
MCRCMCRC ：：三菱化学科学技術三菱化学科学技術研究研究ｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ ：　三菱化学（：　三菱化学（MCCMCC））ｸﾞﾙｰﾌﾟの研究所ｸﾞﾙｰﾌﾟの研究所
LSLS研研 ：ライフサイエンス研究所：ライフサイエンス研究所 　　　　：　バイオ関連研究所（：　バイオ関連研究所（MCRCMCRC内）内）
APICAPIC ：：APIAPI　　コーポレーションコーポレーション 　　　　：　医薬原体製造（機能化学：　医薬原体製造（機能化学ｾｸﾞﾒﾝﾄ）ｾｸﾞﾒﾝﾄ）

（（APICAPICを除く）を除く）

生命研生命研生命研MCRC
LS研

MCRCMCRC
LSLS研研APICAPICAPIC

売上：億円売上：億円
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目　　　　　　　次目　　　　　　　次

医療産業の将来像

診断検査･創薬支援事業戦略

医薬事業戦略

まとめ
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環境変化が医療の変化をもたらす環境変化が医療の変化をもたらす

医療環境の変化医療環境の変化

医療制度改革医療制度改革 薬事行政改革薬事行政改革

医療ニーズの多様化医療ニーズの多様化

医療技術の進歩医療技術の進歩

少子高齢化少子高齢化

安全性向上の為の改革安全性向上の為の改革
・副作用報告の法制化
・生物由来製品の安全対策
・市販後安全対策制度の再構築
　（GQP、GVP）
・PGxﾃﾞｰﾀ提出の推奨(FDA)

医療費適正化の為の改革医療費適正化の為の改革
・保険給付の内容・範囲の見直し
・診療報酬改定　
・処方箋様式の変更
・DPC導入の推進

・・EBMEBMによる治療ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝによる治療ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

・医薬と診断の融合・医薬と診断の融合
・予防医学・予防医学
　（健康診断の普及と早期発見）　（健康診断の普及と早期発見）

医療保険財政悪化医療保険財政悪化

医薬RD費の巨額化

医療の経済合理性医療の経済合理性追求追求
国内医療関連市場は低成長国内医療関連市場は低成長

医療の「更なる医療の「更なる
安全性向上」推進安全性向上」推進

医薬品市場のﾎﾞｰﾀﾞﾚｽ化外資の国内外資の国内
シェア拡大シェア拡大

よりｲﾉﾍﾞｰﾃｨﾌﾞな医薬が重要よりｲﾉﾍﾞｰﾃｨﾌﾞな医薬が重要
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診断・予防の重要性の増大診断・予防の重要性の増大

診断・予防がますます重要になっていく診断・予防がますます重要になっていく

患者

医療費

一人当たりの老人一人当たりの老人（（6565歳以上）歳以上）医療費が若人の医療費が若人の55倍倍

少子高齢化少子高齢化
　　生活習慣病増加　　生活習慣病増加
　　総医療費の高騰　　総医療費の高騰

早期診断による疾患の早期診断による疾患の
早期発見と進行予防早期発見と進行予防
　　　　　　　　　　　　 ∥∥

対策

個人の幸福
医療費の抑制政府与党政府与党

健康フロンティア戦略健康フロンティア戦略

0

10

20

30

40

50

60

70

平均

18.88万円

0～14歳

8.53万円

15～44歳

6.93万円

45～64歳

18.41万円

65歳以上

51.75万円

70歳以上

(再掲)
58.79万円

75歳以上

(再掲)
65.46万円

（万円）

出典：厚労省「国民医療費」
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　　医療ニーズは多様化していく　　医療ニーズは多様化していく

診断・予防・モニター
特殊健康診断
超早期診断
在宅モニター

診断・予防・モニター診断・予防・モニター
特殊健康診断特殊健康診断
超早期診断超早期診断
在宅モニター在宅モニター

治療
高度先進医療

　（癌の細胞療法等）
ジェネリック医薬

治療治療
高度先進医療高度先進医療

　（癌の細胞療法等）　（癌の細胞療法等）
ジェネリック医薬ジェネリック医薬

健康の意識と価値がアップ
予防診断の需要増

公的保険と個人保険の組合せ
　 診断・画像診断事業の拡大　

健康の意識と価値がアップ健康の意識と価値がアップ
予防診断の需要増予防診断の需要増

公的保険と個人保険の組合せ公的保険と個人保険の組合せ
　　 診断・画像診断事業の拡大　診断・画像診断事業の拡大　

患者の視点
ﾆｰｽﾞの多様化

患者の視点患者の視点
ﾆｰｽﾞの多様化ﾆｰｽﾞの多様化

混合診療の拡大

個人の医療費抑制の観点
からもジェネリック医薬の普及

混合診療の拡大混合診療の拡大

個人の医療費抑制の個人の医療費抑制の観点観点
からからもジェネリック医薬の普及もジェネリック医薬の普及
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診断技術の進歩が医薬市場を細分化していく診断技術の進歩が医薬市場を細分化していく

副作用の出やすい患者副作用の出やすい患者

対象患者を適正に対象患者を適正に

医療の最適化医療の最適化

診断の進歩診断の進歩
　　　正確な病態把握　　　正確な病態把握
　　　遺伝的個人差把握　　　遺伝的個人差把握

薬効の低い患者数 (%)

喘息　　　　　　　　　40-75
癌 70-100
鬱 20-40
糖尿病 50-75
十二指腸潰瘍 20-70
高脂血症 30-75
高血圧 10-70
偏頭痛 30-60
変形性関節炎・ 20-50
リュウマチ
統合失調症 25-75
Pharmacogenomics 2001

薬効が高く、薬効が高く、
副作用の出ない患者副作用の出ない患者

副作用回避
医療費の抑制

（薬効のある患者に投与）

副作用回避副作用回避
医療費の抑制医療費の抑制

（薬効のある患者に投与）（薬効のある患者に投与）

医薬品価値の向上へ医薬品価値の向上へ

薬効の高い患者薬効の高い患者

薬効の低い患者薬効の低い患者
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診断の活用で更なる安全性の向上が可能に診断の活用で更なる安全性の向上が可能に

行政当局のガイダンス行政当局のガイダンス

　　　医薬品副作用被害の低減のため、　　　医薬品副作用被害の低減のため、R&DR&D生産性向上のため、生産性向上のため、

　　　　　　米米：：FDAFDA
　　　　　　　　　　薬剤応答の診断法の検討、個人差ﾃﾞｰﾀ提出の推奨薬剤応答の診断法の検討、個人差ﾃﾞｰﾀ提出の推奨
　　　　　　　　　　医薬と診断法の同時開発を推奨医薬と診断法の同時開発を推奨

　　　　　　　　　　⇒　医薬事業の重要な競争要件になっていく⇒　医薬事業の重要な競争要件になっていく

診断・検査技術の将来予測診断・検査技術の将来予測　　
　　　　 NEDONEDO技術戦略技術戦略

　　　　　適切な治療法の提供　　　　　適切な治療法の提供
　　　　　疾患の早期診断　　　　　疾患の早期診断
　　　　　予防医療による健康維持促進　　　　　予防医療による健康維持促進
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医薬と診断が融合していく医薬と診断が融合していく

20052005年年

20102010年年

20152015年～年～

Mass MedicineMass Medicine
と医療制度改革の嵐と医療制度改革の嵐

Market SegmentationMarket Segmentation
と医薬・診断の融合と医薬・診断の融合

テーラーメイド医療テーラーメイド医療
と予防医療と予防医療

医療産業淘汰の時代（基礎体力向上が必須）
医薬・診断融合のナレッジの蓄積（技術の
すり合わせには相応の時間と経験が必要）

医療産業淘汰の時代（基礎体力向上が必須）医療産業淘汰の時代（基礎体力向上が必須）
医薬・診断融合のナレッジの蓄積（技術医薬・診断融合のナレッジの蓄積（技術のの
すすり合わせり合わせには相応の時間と経験が必要）には相応の時間と経験が必要）

より的確なﾏｰｹｯﾄの把握と
医薬と診断の融合の実践
⇒ Targeted Medicine

より的確なﾏｰｹｯﾄの把握とより的確なﾏｰｹｯﾄの把握と
医薬と診断の融合の実践医薬と診断の融合の実践
⇒⇒ Targeted MedicineTargeted Medicine

医療経済と患者意識の変化
が環境変化を規定する

医療経済と患者意識の変化医療経済と患者意識の変化
が環境変化を規定するが環境変化を規定する

Personalized MedicinePersonalized Medicine（（個別最適化医療）＝テーラーメイド医療（まだ定個別最適化医療）＝テーラーメイド医療（まだ定

義は明確にされていない。）義は明確にされていない。）
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医療産業の将来像まとめ医療産業の将来像まとめ

１）少子高齢化は医療ニーズと疾病構造の変化をもたら
　 し、医療費抑制策と相まって、早期診断・予防医療が
　 より重要に

２）ジェネリック薬の普及、高度先進医療、超早期疾病
　 診断等患者のニーズは多様化していく

３）診断検査技術の進歩が、副作用回避、医療費の
適正使用の観点から医薬市場を細分化していく

４）医療における安全性の向上が益々重要になり、医薬
　 と診断の融合が医薬事業の重要な競争要件に

なっていく

１）少子高齢化は医療ニーズと疾病構造の変化をもたら１）少子高齢化は医療ニーズと疾病構造の変化をもたら
　　 し、医療費抑制策と相まって、し、医療費抑制策と相まって、早期診断・予防医療早期診断・予防医療がが
　　 より重要により重要に

２）ジェネリック薬の普及、高度先進医療、超早期疾病２）ジェネリック薬の普及、高度先進医療、超早期疾病
　　 診断等患者の診断等患者のニーズは多様化ニーズは多様化していくしていく

３）診断検査技術の進歩が、副作用回避、医療費３）診断検査技術の進歩が、副作用回避、医療費のの
適正使用適正使用の観点からの観点から医薬市場を細分化医薬市場を細分化していくしていく

４）医療における安全性の向上が益々重要になり、４）医療における安全性の向上が益々重要になり、医薬医薬
　　 と診断の融合と診断の融合がが医薬事業の医薬事業の重要な重要な競争要件競争要件にに

なっなっていくていく
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目　　　　　　　次目　　　　　　　次

医療産業の将来像

診断検査･創薬支援事業戦略

医薬事業戦略

まとめ
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臨床検査、診断機器・診断薬、創薬支援事業臨床検査、診断機器・診断薬、創薬支援事業

MBC：三菱化学ビーシーエル

　　　　臨床検査（血液等で病気の状況を分析）・治験、
　　　　食品検査　等

MKI ：三菱化学ヤトロン
　　　　診断機器、診断薬、POCT等の製造販売　等

　　　　POCT:Point of Care Testing（ベッドサイドでの診断検査）

MSI ：三菱化学安全科学研究所

　　　　医薬品、化学品の安全性評価とゲノム解析を
含む創薬支援事業　等　　　　

MBC：三菱化学ビーシーエル

　　　　臨床検査（血液等で病気の状況を分析）・治験、
　　　　食品検査　等

MKI ：三菱化学ヤトロン
　　　　診断機器、診断薬、POCT等の製造販売　等

　　　　POCT:Point of Care Testing（ベッドサイドでの診断検査）

MSI ：三菱化学安全科学研究所

　　　　医薬品、化学品の安全性評価とゲノム解析を
含む創薬支援事業　等　　　　
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統合の目的統合の目的

１）現行ビジネスの強化
事業の一貫化（診断検査事業と医薬開発支援事業）によるより質の高い
サービス提供
事業の選択と集中

２）「テーラーメイド医療」へ向けた戦力強化
臨床検査事業や診断薬開発で養われた経験/技術/ﾉｳﾊｳを一元化したR&D

　　　へ集中し、医薬産業との連携を強化し、新たな価値を創造

３）MCHCグループのR&Dとの連携による新規事業育成
MCHC Grのメタボロミクス等のR&Dと、診断薬や医薬開発で蓄積した技術/

　　　ﾉｳﾊｳを組合せ、「予防」の指標となりえる診断ﾏｰｶｰを取得し、新規事業へ

１）現行ビジネスの強化
事業の一貫化（診断検査事業と医薬開発支援事業）によるより質の高い
サービス提供
事業の選択と集中

２）「テーラーメイド医療」へ向けた戦力強化
臨床検査事業や診断薬開発で養われた経験/技術/ﾉｳﾊｳを一元化したR&D

　　　へ集中し、医薬産業との連携を強化し、新たな価値を創造

３）MCHCグループのR&Dとの連携による新規事業育成
MCHC Grのメタボロミクス等のR&Dと、診断薬や医薬開発で蓄積した技術/

　　　ﾉｳﾊｳを組合せ、「予防」の指標となりえる診断ﾏｰｶｰを取得し、新規事業へ

三菱化学ビーシーエル（MBC）,三菱化学ヤトロン（MKI）,
三菱化学安全科学研究所（MSI）の統合検討を開始する

三菱化学ビーシーエル（MBC）,三菱化学ヤトロン（MKI）,
三菱化学安全科学研究所（MSI）の統合検討を開始する
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統合新社の姿：新たな技術で企業価値向上へ統合新社の姿：新たな技術で企業価値向上へ

MBCMBC
全国ネットの検査全国ネットの検査

MBCMBC
全国ネットの検査全国ネットの検査

全国ネットの全国ネットの
診断検査診断検査

価値向上を価値向上を
達成した達成した

統合新社統合新社

既存市場で既存市場でのの
厚み厚みのあるｻｰﾋﾞｽのあるｻｰﾋﾞｽ
提供が可能に。提供が可能に。
新規市場「新規市場「ﾃｰﾗｰﾃｰﾗｰ
ﾒｲﾄﾞﾒｲﾄﾞ医療」「医療」「早期早期
診断診断」等、医薬品」等、医薬品
の価値向上、医療の価値向上、医療
ニーズにニーズに応える応える
事業事業が可能に。が可能に。

MBC MBC ：：臨床検査事業臨床検査事業
MKIMKI　：　：診断薬・診断機器、診断薬・診断機器、POCTPOCTの製造販売の製造販売
MSIMSI　：　：安全性評価事業安全性評価事業
POCT POCT ：：Point of Care TestingPoint of Care Testing（（ベッドサイドで診断）ベッドサイドで診断）

MBCMBC
全国ネットの検査全国ネットの検査

＋＋

MKIMKI
POCTPOCT・・診断機器診断機器

診断薬・診断診断薬・診断
機器が加わり機器が加わり
診断検査への診断検査への
厚みが加わる厚みが加わる

MKIMKI
POCTPOCT・・診断機器診断機器

統合新社統合新社
として融合として融合

安全性評価安全性評価
技術、技術、分析分析
技術技術が加わりが加わり
新た新たな診断・な診断・
検査事業へ検査事業へ
展開可能に展開可能に

MSIMSI
安全性評価安全性評価

MCRC R&DMCRC R&D

++
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１）現行ビジネスの強化：一貫化１）現行ビジネスの強化：一貫化

MBC MSIMKI

臨床検査

治験

調剤薬局

食品衛生検査

診断薬
診断機器

医　療　機　関医　療　機　関

ｹｱ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ

安全性試験

製　薬　企　業製　薬　企　業

診断検査事業診断検査事業 医薬開発支援事業医薬開発支援事業

POCT

POCT： Point of Care Testing

同一顧客向け事業を一貫化同一顧客向け事業を一貫化

医薬品

化学品
農薬 食品
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２）テーラーメイド医療へ向け戦力強化２）テーラーメイド医療へ向け戦力強化

製　
　

薬　
　

企　
　

業

製　
　

薬　
　

企　
　

業

各事業で培われた経験各事業で培われた経験//技術技術//ﾉｳﾊｳを、一元化したﾉｳﾊｳを、一元化したR&DR&Dへ集中しへ集中し

安全性評価技術を背景に医薬と診断の結びつきを開発段階から安全性評価技術を背景に医薬と診断の結びつきを開発段階から
上市まで仲介し、医療機関に診断検査を提供上市まで仲介し、医療機関に診断検査を提供

医　
　

療　
　

機　
　

関

医　
　

療　
　

機　
　

関

＜＜R&DR&D一元化＞一元化＞
抗体作成技術抗体作成技術 （（MKIMKI））
機器開発技術機器開発技術 （（MKIMKI））
ゲノミクスゲノミクス （（MSIMSI））
安全性評価技術（安全性評価技術（MSIMSI））

統合新社統合新社

製薬企業と医療機関を製薬企業と医療機関を
診断検査でブリッジできる企業となる診断検査でブリッジできる企業となる

医
薬
品
開
発

前
臨床

臨床
試験

MBC+MSI診
断
検
査
事
業

診断薬・
診断機器

臨床
検査

MBC+MKI
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３）３） MCHCMCHCグループグループののR&DR&Dと連携し新規市場へと連携し新規市場へ

ｸﾞﾙｰﾌﾟのｸﾞﾙｰﾌﾟのR&DR&D資産を有効に活用し、資産を有効に活用し、

「予防」に進出「予防」に進出

抗体作成技術抗体作成技術
機器開発技術機器開発技術

ゲノミクスゲノミクス
安全性評価技術安全性評価技術

統合新社統合新社

基盤：分析技術

ゲノミクスゲノミクス
プロテオミクスプロテオミクス

MPC

MCRC
界面化学技術
表面加工技術
薄膜化技術

・・・

新たな検査市場形成
・健診/予防分野

新規新規診断診断ﾏｰｶｰ取得ﾏｰｶｰ取得
新規診断法新規診断法

基礎研究生命研

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ研ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ研

コア技術
糖鎖工学
ﾒﾀﾎﾞﾛﾐｸｽ

ｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ等

コア技術コア技術
糖鎖工学糖鎖工学
ﾒﾀﾎﾞﾛﾐｸｽﾒﾀﾎﾞﾛﾐｸｽ

ｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ等ｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ等

経験/技術/ﾉｳﾊｳ

診断検査事業
創薬支援事業
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診断検査・創薬支援事業戦略まとめ診断検査・創薬支援事業戦略まとめ

１）診断検査・創薬支援の3社を事業統合し、診断検査
　 でテーラーメイド医療に向け戦力強化する

２）三菱化学GrのR&D成果を投入し、メタボロミクス
技術を育成し、プロテオミクスと融合し新規事業へ

３）新規事業として医薬品の診断事業、健康診断・予防
　 医療の新分野に進出していく

４）診断検査・創薬支援事業分野でのアライアンスも
視野に入れ、更なる事業拡大をめざす

１）診断検査・創薬支援の１）診断検査・創薬支援の33社を事業統合社を事業統合し、診断検査し、診断検査
　　 でテーラーメイド医療に向け戦力強化するでテーラーメイド医療に向け戦力強化する

２）三菱化学２）三菱化学GrGrののR&DR&D成果を投入し、成果を投入し、メタボロミクスメタボロミクス
技術技術を育成し、プロテオミクスと融合しを育成し、プロテオミクスと融合し新規事業新規事業へへ

３）新規事業として医薬品の診断事業、３）新規事業として医薬品の診断事業、健康診断・予防健康診断・予防
　　 医療医療の新分野に進出していくの新分野に進出していく

４）４）診断検査・創薬支援事業分野での診断検査・創薬支援事業分野でのアライアンスアライアンスもも
視野視野に入れ、更なる事業拡大をめざすに入れ、更なる事業拡大をめざす



34

目　　　　　　　次目　　　　　　　次

医療産業の将来像

診断検査･創薬支援事業戦略

医薬事業戦略

まとめ
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戦略オプションの増加戦略オプションの増加　　
1.1.アライアンスの選択肢増加（規模・方法）アライアンスの選択肢増加（規模・方法）
2.2.三菱化学のｺｰﾎﾟﾚｰﾄ三菱化学のｺｰﾎﾟﾚｰﾄRD/RD/ﾍﾙｽｹｱ事業群との相乗効果追求ﾍﾙｽｹｱ事業群との相乗効果追求
3.3.米国展開の加速化（資金手当・リスク負担力）米国展開の加速化（資金手当・リスク負担力）

三菱化学三菱化学 三菱ｳｪﾙﾌｧｰﾏ三菱ｳｪﾙﾌｧｰﾏ

共同持株会社（共同持株会社（HCHC））

アライアンスアライアンス
製薬

ﾊﾟｰﾄﾅｰ

ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺｰﾎﾟﾚｰﾄRDRD
ﾍﾙｽｹｱ事業群ﾍﾙｽｹｱ事業群 相乗効果相乗効果

米国インフラ米国インフラ
獲得獲得

共同持株会社設立：医薬事業の強化共同持株会社設立：医薬事業の強化 2005.4.262005.4.26

4.26共同持株会社設立発表時

医薬事業の強化
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　創薬　創薬

ゾイジーン
創薬事業・創薬支援事業

ゾイジーン
創薬事業・創薬支援事業創薬事業・創薬支援事業

三菱化学安全科学研究所
創薬支援事業

三菱化学安全科学研究所
創薬支援事業創薬支援事業

三菱化学ﾋﾞｰｼｰｴﾙ
臨床検査事業、治験支援事業

三菱化学ﾋﾞｰｼｰｴﾙ
臨床検査事業、治験支援事業臨床検査事業、治験支援事業

三菱化学ﾔﾄﾛﾝ
診断薬事業

三菱化学ﾔﾄﾛﾝ
診断薬事業診断薬事業

三菱ｳｪﾙﾌｧｰﾏ
医薬事業（APIを除外）

三菱ｳｪﾙﾌｧｰﾏ
医薬事業（医薬事業（APIAPIを除外）を除外）

　　前臨床　　前臨床 　臨床　臨床 上市上市

ｴｰﾋﾟｰｱｲ
ﾌｧｲﾝｹﾐｶﾙ・医薬原体事業

ｴｰﾋﾟｰｱｲ
ﾌｧｲﾝｹﾐｶﾙ・医薬原体事業ﾌｧｲﾝｹﾐｶﾙ・医薬原体事業

三菱化学生命科学研究所

基礎

三菱化学生命科学研究所

基礎基礎

　基礎　基礎

三菱化学科学技術研究センター
基礎

三菱化学科学技術研究センター
基礎基礎

創薬ステップ創薬ステップ

2.2.R&DR&D生産性向上に寄与する事業群生産性向上に寄与する事業群 2005.4.262005.4.26
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22．グループ総合力の発揮と相乗効果．グループ総合力の発揮と相乗効果

MPCグループMPCMPCグループグループ

MCCグループMCCMCCグループグループ

1）研　究
得意技術を核に
新規R＆D推進

　 2）開　発
　　　　開発品目の

　選択と集中

　 3）生　産
　　　　製剤分社に

　よる効率化

　 4）営　業
　　　　販促の質的向

　上と海外展開

MCC R&D創薬

支援技術による
R＆D生産性

向上に寄与

診断・検査会社
創薬支援会社

による診断ﾏｰｶｰ
探索・提供

APICの原薬

生産技術と
生産合理化

診断・検査ｲﾝﾌﾗ
を利用した

医薬品の付加
価値増大

固有の課題解決へ

新規事業出口を求め

両社の利益共有＝相乗効果両社の利益共有＝相乗効果
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蛋白質の
発現と
構造解析

研究：新たな研究：新たなStructureStructure--basedbased分子設計技術で創薬加速分子設計技術で創薬加速

ZoeGeneZoeGeneの無細胞蛋白質発現の無細胞蛋白質発現技術技術
XX線構造解析技術線構造解析技術
In In SilicoSilico（（コンピューターを駆使した）コンピューターを駆使した）

分子設計技術分子設計技術

生命生命研及び研及びMCRCMCRC分析の分析のNMRNMR解析技術と解析技術と

化合物と蛋白の相互作用解析技術化合物と蛋白の相互作用解析技術

MPCの分子設計技術と化合物ライブラリーの毒

性・薬動情報等情報

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ研ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ研

MCRCMCRC計算研による計算研によるInformaticsInformatics技術の確立技術の確立

創薬支援技術創薬支援技術

蛋白質と医薬品の主要な結合
部位を明確に

蛋白質

医薬品候補

創薬加速に貢献創薬加速に貢献



39

６）多変量解析によるマイニング６）多変量解析によるマイニング

１）サンプル採取１）サンプル採取 ２）サンプル調製２）サンプル調製
３）誘導体化・前処理３）誘導体化・前処理

５）データ変換５）データ変換

４）分離・分析４）分離・分析

1234567ppm

hippurate urea

allantoincreatinine
hippurate

2-oxoglutarate

citrate

TMAO

succinatefumarate
water

creatinine

taurine

-30 -20 -10 0 10
-25
-20
-15
-10
-5
0
5

10
15
20

PC1

PC2

腎毒性

肝毒性

Control

　　　　　　　　　代謝物１　・・・　　　　代謝物ｍ

対照群　　　　　 　Ｘ11 　　Ｘｍ１
低用量群　　　　　Ｘ12 　　Ｘｍ2　
中用量群　　　　　Ｘ13 　　Ｘｍ3
高用量群　　　　　Ｘ14 　　Ｘｍ4

７）ＤＢ構築７）ＤＢ構築

研究開発研究開発 ：： メタボロミクス技術から診断マーカーへメタボロミクス技術から診断マーカーへ

ﾌﾟﾛﾃｵﾐｸｽと融合
し診断マーカーへ

ﾌﾟﾛﾃｵﾐｸｽと融合ﾌﾟﾛﾃｵﾐｸｽと融合
し診断マーカーへし診断マーカーへ

血液血液//尿尿
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研究・開発研究・開発 ：： 創薬支援創薬支援R&DR&Dが新規事業への広がりをが新規事業への広がりを

ライフサイエンス研
メタボロミクス

ライフサイエンス研ライフサイエンス研
メタボロミクスメタボロミクス

MPCMPC社社
1) 1) 創薬加速創薬加速
2) 2) 臨床試験成功臨床試験成功確率確率向上向上
3) 3) 医薬と診断の融合医薬と診断の融合

MCC社

代謝工学への応用（非枯渇原料）

＜統合新社＞
MSI社　 毒性予測の新展開
MKI社　 診断マーカー事業
MBC社 新規検査市場

MCRCMCRC
分析分析

MPCMPC 統合新社統合新社

MCRCMCRC
計算研計算研
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生産生産 ：： 今後ますます重要になる原薬製造技術今後ますます重要になる原薬製造技術

APICAPIC

MCRCMCRC分析分析

MCRC LSMCRC LS研代謝工学研代謝工学

MCRCMCRC有機合成有機合成

グログロ--バル購買・物流バル購買・物流

プロセス生産技術部門プロセス生産技術部門

環境安全工学環境安全工学

MPCMPC

統合新社統合新社

三菱化学で長年培ってきた製造技術を医薬原体製造へ活用三菱化学で長年培ってきた製造技術を医薬原体製造へ活用
安定した品質と安定した品質とInnovative processInnovative processによる原価低減が可能へによる原価低減が可能へ

Global Supply Chain ManagementGlobal Supply Chain Management

超安定生産と超安定生産とCost ConsciousCost ConsciousななProcessProcess

ProcessProcessの安全性評価の安全性評価

原料・中間体の安全性評価原料・中間体の安全性評価

結晶構造解析等・品質安定化結晶構造解析等・品質安定化

代謝工学を応用した新規バイオプロセス代謝工学を応用した新規バイオプロセス

新規有機合成技術新規有機合成技術

合成ニーズの提供合成ニーズの提供
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~2010~2010年年

~2015~2015年年

20052005年年

営業営業 ：： 米国事業展開米国事業展開

国際開発機能強化（MPA組
織再構築）

国際展開の中核として最重
　点化

国際開発機能強化（国際開発機能強化（MPAMPA組組
織再構築）織再構築）

国際展開の中核として最重国際展開の中核として最重
　点化　点化

NDA達成

自社販売立ち上げ
パートナー連携強化

　（開発・販売面）

NDANDA達成達成

自社販売立ち上げ自社販売立ち上げ
パートナー連携強化パートナー連携強化

　（開発・販売面）　（開発・販売面）

自販体制の拡充強化（代謝・
循環・神経分野で展開）

自販体制の拡充強化（代謝・自販体制の拡充強化（代謝・
循環・神経分野で展開）循環・神経分野で展開）

自社品販売
インフラ整備

自社品販売自社品販売
インフラ整備インフラ整備

戦
略
投
資

戦戦
略略
投投
資資

MPA：Mitsubishi Pharma America Inc.
NDA：New Drug Application（新薬承認申請）

MPA：Mitsubishi Pharma America Inc.
NDA：New Drug Application（新薬承認申請）

展開領域
メタボリックシンドローム
虚血疾患

展開領域展開領域
メタボリックシンドロームメタボリックシンドローム
虚血疾患虚血疾患
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営業連携が実りを出しつつある営業連携が実りを出しつつある

医療現場で医薬と診断検査を融合医療現場で医薬と診断検査を融合医療現場で医薬と診断検査を融合

MPC、MBC、MKI
3社で顔合わせ

MPCMPC、、MBCMBC、、MKIMKI
33社で顔合わせ社で顔合わせ 3社で意見交換33社で社で意見意見交換交換 相互理解の深耕相互理解の深耕相互理解の深耕

北海道～九州まで
ブロック毎の活動へ

北海道～九州まで北海道～九州まで
ブロック毎の活動へブロック毎の活動へ

テーラーメイド医療と
一口で言っても実現
は医療現場から・・・

テーラーメイド医療とテーラーメイド医療と
一口で言っても実現一口で言っても実現
は医療現場から・・・は医療現場から・・・

具体的な成果が出始めた
薬剤の血中濃度を測定でき

　 るキットをMKIが提供し、　
　 MPCの薬剤の最適使用が　
　 でき、医療機関より好評を
　 得た。

臨床試験で2品目試行中

具体的な成果が出始めた具体的な成果が出始めた
薬剤の血中薬剤の血中濃度濃度を測定できを測定でき

　　 るるキットをキットをMKIMKIが提供し、　が提供し、　
　　 MPCMPCの薬剤の最適使用が　の薬剤の最適使用が　
　　 でき、医療機関より好評でき、医療機関より好評をを
　　 得た得た。。

臨床試験で臨床試験で22品目試行中品目試行中

2003年～

MPC（1500人）,MBC（500人）, 
MKI（100人）

の営業が協力して医薬と診断
検査の融合を促進できる体制
へ

MPC（1500人）,MBC（500人）, 
MKI（100人）

の営業が協力して医薬と診断
検査の融合を促進できる体制
へ
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医薬事業戦略医薬事業戦略

１）R＆Dのクリティカルマス到達を目的としてアライアンス
　 を志向する

２）国内トップレベルの分子設計技術とメタボロミクス等の
　 技術力の強みを生かし、国際創薬企業を目指す

３）グループ会社のリソースを利用し、医薬と診断の融合
　 を図り、医療ニーズに応えていく

４）2010年に米国でNDA取得し自販体制を確立し、2015
　 年迄に自販体制を拡充する　

NDA：New Drug Application （新薬承認申請）

１）１）RR＆＆DDのクリティカルマス到達を目的としてのクリティカルマス到達を目的としてアライアンスアライアンス
　　 を志向するを志向する

２）２）国内トップレベル国内トップレベルの分子設計技術とメタボロミクス等のの分子設計技術とメタボロミクス等の
　　 技術力の強みを生かし、技術力の強みを生かし、国際創薬企業国際創薬企業を目指すを目指す

３）グループ会社のリソースを利用し、３）グループ会社のリソースを利用し、医薬と診断の融合医薬と診断の融合
　　 を図り、医療ニーズに応えていくを図り、医療ニーズに応えていく

４）４）20102010年に米国で年に米国でNDANDA取得し取得し自販体制自販体制を確立し、を確立し、20152015
　　 年迄に自販体制を拡充する　年迄に自販体制を拡充する　

NDANDA：：New Drug Application New Drug Application （（新薬承認申請）新薬承認申請）
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目　　　　　　　次目　　　　　　　次

医療産業の将来像

診断検査･創薬支援事業戦略

医薬事業戦略

まとめ
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テーラーメテーラーメイイド医療への道のりド医療への道のり

20052005年年

20102010年年

20152015年～年～

Mass MedicineMass Medicine
と医療制度改革の嵐と医療制度改革の嵐

Market SegmentationMarket Segmentation
と医薬・診断の融合と医薬・診断の融合

テーラーメイド医療テーラーメイド医療
と予防医療と予防医療

診断・検査・創薬支援3社を統合し、テーラーメイド

医療に向け戦力強化。医薬・診断融合のナレッジ
蓄積。医薬事業はR＆Dの強みと厚みを活かし特徴

ある国際創薬企業を目指す。アライアンスによって
国際展開を加速。

診断・検査・創薬支援診断・検査・創薬支援33社を統合し、社を統合し、テーラーメイドテーラーメイド

医療医療に向け戦力強化。医薬・診断融合のに向け戦力強化。医薬・診断融合のナレッジナレッジ
蓄積蓄積。医薬事業は。医薬事業はRR＆＆DDの強みと厚みを活かし特徴の強みと厚みを活かし特徴

ある国際ある国際創薬企業を目指す。アライアンスに創薬企業を目指す。アライアンスによってよって
国際展開国際展開を加速。を加速。

医薬と診断の融合によるTargeted
Medicineを実践し新たな価値を

創造していく。
医薬米国展開加速の為戦略投資。

医薬と診断の融合による医薬と診断の融合によるTargetedTargeted
MedicineMedicineをを実践し新たな価値実践し新たな価値をを

創造創造していく。していく。
医薬米国展開加速の為戦略投資。医薬米国展開加速の為戦略投資。

全てがテーラーメイド医療に向かうわけでは
無く、医療費抑制、医療ニーズから次第に
医薬と診断の融合は進み、テーラーメイド
医療は広がっていく

全てがテーラーメイド医療に向かうわけでは全てがテーラーメイド医療に向かうわけでは
無く、医療費抑制、医療ニーズから次第無く、医療費抑制、医療ニーズから次第にに
医薬医薬と診断の融合は進み、と診断の融合は進み、テーラーメイドテーラーメイド
医療医療は広がっていくは広がっていく
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MPCMPC、、統合新社は統合新社はそれぞれそれぞれ質の高い医療に貢献質の高い医療に貢献

統合新社統合新社統合新社 MPCMPCMPC

テーラーメイド医療テーラーメイド医療テーラーメイド医療予　防　医　療予　防　医　療予　防　医　療

製薬企業製薬企業製薬企業

医薬と診断の融合医薬と診断の融合医薬と診断の融合予防診断予防診断予防診断

Targeted MedicineTargeted MedicineTargeted Medicine

（診断・検査・安全性）（診断・検査・安全性）
創薬支援事業創薬支援事業

InteractiveInteractive

Mass MedicineMass MedicineMass Medicine

診断
Venture

等

診断診断
VentureVenture

等等

OutsourceOutsource
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ヘルスケアセグメントの事業ビジョンヘルスケアセグメントの事業ビジョン

少子高齢化・医療財政の悪化・国民意識の変化等がもたらす
時代のニーズの変化に対応し、真に患者の視点に立って医薬

　 と診断の融合を図り、新たな価値を創造し社会に貢献できる
ヘルスケア事業群を目指す。

医薬事業は国内トップレベルのR&Dの強みを活かし、医薬と
診断の融合を図り、特徴ある国際創薬企業を目指す。
又、アライアンスによってR&Dのクリティカルマスを達成し国際
展開を加速させる。

テーラーメイド医療戦略強化のため、三菱化学ビーシーエル
（臨床検査等）、三菱化学ヤトロン（診断薬・診断機器の製造販
売等）及び三菱化学安全科学研究所（創薬支援等）の3社の
事業統合の検討を開始する。

少子高齢化・医療財政の悪化・国民意識の変化等がもたらす
時代のニーズの変化に対応し、真に患者の視点に立って医薬

　 と診断の融合を図り、新たな価値を創造し社会に貢献できる
ヘルスケア事業群を目指す。

医薬事業は国内トップレベルのR&Dの強みを活かし、医薬と
診断の融合を図り、特徴ある国際創薬企業を目指す。
又、アライアンスによってR&Dのクリティカルマスを達成し国際
展開を加速させる。

テーラーメイド医療戦略強化のため、三菱化学ビーシーエル
（臨床検査等）、三菱化学ヤトロン（診断薬・診断機器の製造販
売等）及び三菱化学安全科学研究所（創薬支援等）の3社の
事業統合の検討を開始する。
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目　的目　的 　：　　：　MCHCMCHCヘルスケアグループとしてヘルスケアグループとして2121世紀のあるべき、進むべき世紀のあるべき、進むべき

　　　　　　　　　　医薬・医療の方向性の創生に積極的に寄与　　　　　　　　　　医薬・医療の方向性の創生に積極的に寄与
OrganizerOrganizer　　 ：　：　理化学研究所　ゲノム科学総合研究センター長　榊　佳之先生理化学研究所　ゲノム科学総合研究センター長　榊　佳之先生
第一回　　第一回　　 　：　　：　H.16.11.13H.16.11.13（（土）「ゲノムからテーラーメイド医療へ」土）「ゲノムからテーラーメイド医療へ」
第二回　　　第二回　　　 ：　：　H.17.11.12H.17.11.12（（土）「メタボリックシンドロームを中心に」土）「メタボリックシンドロームを中心に」

　　 　　　　 　　　　CoCo--organizerorganizer：：東京大学大学院医学研究科　　東京大学大学院医学研究科　　
　　糖尿病・代謝　教授　門脇　孝先生　　糖尿病・代謝　教授　門脇　孝先生

主　催　　主　催　　 　：　三菱ケミカルホールディングスグループ　：　三菱ケミカルホールディングスグループ
　　　　　　　　　　（ﾍﾙｽｹｱｾｸﾞﾒﾝﾄ各社　　　　　　　　　　（ﾍﾙｽｹｱｾｸﾞﾒﾝﾄ各社,,MCRC,MCRC,生命生命研研,,文明研＆文明研＆MCCMCC）　）　

ヘルスケアフォーラムヘルスケアフォーラム
三菱ｹﾐｶﾙﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽｸﾞﾙｰﾌﾟ　「ゲノムからテーラーメイド医療へ」三菱ｹﾐｶﾙﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽｸﾞﾙｰﾌﾟ　「ゲノムからテーラーメイド医療へ」
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原　点　回　帰原　点　回　帰

＜ 原 点 回 帰 ＞

化学、分析と
本来強みとしてきたChemistryで

新たな変革を起こしていきます。

＜ 原 点 回 帰 ＞

化学、分析と
本来強みとしてきたChemistryで

新たな変革を起こしていきます。

ご静聴ありがとうございました。ご静聴ありがとうございました。
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ヘルスケア：医薬事業による安定した収益力ヘルスケア：医薬事業による安定した収益力

セグメント 2003年3月期 2004年3月期 2005年3月期

石化 売上高（億円） 6,791 7,414 9,334

営業利益（億円） 206 205 586
営業利益率 3% 3% 6%

機能化学 売上高（億円） 4,518 4,531 4,700

営業利益（億円） 304 392 406
営業利益率 7% 9% 9%

機能材料 売上高（億円） 3,207 3,381 3,566

営業利益（億円） 108 154 215
営業利益率 3% 5% 6%

ヘルスケア 売上高（億円） 3,200 2,772 2,778

営業利益（億円） 305 292 287
営業利益率 10% 11% 10%

サービス 売上高（億円） 1,159 1,154 1,517

営業利益（億円） 98 98 112
営業利益率 8% 8% 7%

全社 売上高（億円） 18,875 19,253 21,895

営業利益（億円） 920 982 1,486
営業利益率 5% 5% 7%

従業員数  33,261名 （連結） 4,994名 （単独） 
   グループ会社数 374社 （国内265社　海外109社

2005年3月31日現在　

売上高営業利益率（％）
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医薬品市場規模と研究開発費用の推移医薬品市場規模と研究開発費用の推移
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J.A DiMasi et al, Journal of Health Economics　22: 151-185

緩やかな成長はあるものの相対緩やかな成長はあるものの相対
的に日本市場の成長的に日本市場の成長率率は低く、占は低く、占
めるめる割合は減少。高騰する割合は減少。高騰するRR＆＆DD
費用を回収する為には海外（特費用を回収する為には海外（特
に米国）進出が必要。ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙにに米国）進出が必要。ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙに
通用する製品開発がより重要に。通用する製品開発がより重要に。
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医療費の動向医療費の動向
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・介護保険制度施行
・高齢者1割負担導入

・診療報酬/薬価改定
・高齢者1割負担徹底

・本人3割負担
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出典：矢野経済研究所

国民医療費は所得を上回る伸びを示している国民医療費は所得を上回る伸びを示している
老人医療費の割合が比較的高い老人医療費の割合が比較的高い
（（H12H12から種々の施策を導入するも）から種々の施策を導入するも）

緩やかな伸び緩やかな伸び緩やかな伸び

緩やかな伸び/老人医療費

の割合が高い

緩やかな伸び緩やかな伸び//老人医療費老人医療費

の割合が高いの割合が高い

検査薬は伸張、検査は縮小検査薬は伸張、検査は縮小検査薬は伸張、検査は縮小


